
２０１９年1２月１９日に、クラリベイト・アナリティクスが高被引用論文

著者２０１９年版で、影響力のある科学研究者およびその機関を発表し、
落谷孝広教授が選出されました。
HCRは、各研究分野において高被引用論文（トップ０．１%論文）を一定

数以上発表している研究者をリストアップして称えるもので、研究コミュ
ニティに高いインパクトを与える研究者を抽出し、記録することを目標に
発表しています。

落谷孝広は、マイクロRNAやエクソソーム研究で「がん」の領域では世界をリードしており、

落谷の論文は、「分子生物学」などの複数の研究分野において、数多く引用されており、複
数分野で大きな影響力をもつ研究者を選出するための「クロスフィールド」のカテゴリーに
おいて選出されました。
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